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▪
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
中

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、８
月
末
時

点
ま
で
に
４
件
の
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
、４
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。昨
年
の
交
通
死
亡
事
故
者

は
２
名
で
あ
り
、既
に
２
倍
の
犠
牲

者
が
出
て
い
ま
す
。交
通
死
亡
事
故

の
ペ
ー
ス
と
し
て
は
、直
近
10
年
で

一
番
多
か
っ
た
平
成
21
年（
年
間
６

名
）に
並
ぶ
も
の
で
あ
り
、大
変
危
機

的
な
状
況
で
す
。

▪
高
齢
者
の
死
亡
事
故

　

今
年
起
こ
っ
た
事
故
に
つ
い
て
、

年
齢
別
に
子
ど
も（
15
歳
以
下
）・
若

者（
16
～
24
歳
）・一
般（
25
～
64
歳
）・

高
齢
者（
65
歳
以
上
）に
分
け
た
と

き
、事
故
者
数
で
見
る
と
一
般
∨
高

齢
者
∨
若
者
∨
子
ど
も
と
な
り
ま
す

が
、重
傷・死
亡
事
故
だ
け
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
、高
齢
者
∨
一
般

∨
若
者
＝
子
ど
も
と
な
り
ま
す
。こ

の
場
合
、高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
約

４
倍
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
、本
市
は

愛
知
県
警
察
と
連
携
し
、高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

あなたの大切な人を
被害者にも加害者にも

しないために

今年、本市の交通死亡事故発生件数が過去最悪のペースで推移しており、その全てで高齢者が被害
者や加害者になっています。交通事故はいつあなたの身に起こるか分かりません。

今回は本市の現状と運転免許証自主返納制度について紹介します。

▶総務課☎23‐３504

▲重傷・死亡事故者数▲人身事故における事故類型の割合
　※Ｈ３０．１～8

～交通事故０を目指して～
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（14件）

0

2

4

6

8

10

12

14
■ 死亡事故者数
■ 重傷者数

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年
８
月

平成30年10月  広報たはら │    │2



Q.自主返納しようと思ったきっ
かけはなんですか？

Ａ．目も悪くなって、運転に自信が
なくなったからね。自主返納
のことは友達から聞いて知っ
とったもんでね。

Q.自主返納して良かったこと
はなんですか？

Ａ．運転しないから家族にいらん
心配を掛けんことかな。

Q.自主返納後、移動手段とし
て何を利用していますか？

Ａ．ぐるりんバス、タクシー（タク
シー券利用）、家族・友人の
送迎だね。

Q.もっと自主返納を増やすには
どうしたら良いと思いますか？

Ａ．在宅でも衣食住に困らない
ようになれば増えるかもね。

南神戸町の福井まつ子さん（84歳）に
自主返納についてお伺いしました

対 象 者：本市に住民登録されている70歳以上の方で、平成29年４月１日以降に運転免許証を自主返納した方
支援内容：希望される方全員に以下が交付されます。
①田原市ぐるりんバスの１年間無料乗車券
②豊鉄バス㈱の路線バスを１乗車１００円で利用できる定期券元気パス（1年券）の購入券
③運転経歴証明書の発行を受けた方へ、市内加盟店でのお買い物に使えるたまぽカード
１０００ポイント引換券
▶総務課　☎23-3504

安心安全の田原を目指
して交通事故の抑止に
取り組みましょう！

▲「もっと免許が返納しやすい環境に
なればいいね」と話す福井さん

　身体能力の低下などにより運転に自信がない方などが、自らの意思で運転免許証を返納することが
できる制度です。

返納場所：田原警察署交通課、東三河運転免許センターおよび運転免許証試験場
対 象 者：有効な運転免許証を保有し、県内に居住する方※ただし、次に該当する方は申請できません。
◦免許の取り消しや停止処分などの対象になっている方および運転免許の停止処分期間中の方
◦初心者講習の対象になっている方
返納方法：運転免許証を持参し、返納手続きを行う。※代理人による返納も可能ですが、委任状などが必要で
す。詳しくはお問い合わせください。
▶田原警察署交通課　☎23-０１１０

運転免許証自主返納制度って？

　本市では、多発する高齢者交通事故への対策として、運転免許証の返納支援事業を
実施しています。

本市独自！自主返納支援事業とは？
注目！

返納者の
声

▲田原警察署小笠原交通課長

～交通事故０を目指して～
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限
ら
れ
た
財
源
・
人
員
で
よ
り
大

き
な
効
果
を
得
る
こ
と
、事
業

の
課
題
解
決
に
向
け
て
継
続
的
に
事
務

改
善
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、本
市
で
は
毎
年
度
、行
政
評
価
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▪
平
成
30
年
度
行
政
評
価

　
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
５
１
８
事

業
の
う
ち
、評
価
す
べ
き
３
５
７
事
業

に
つ
い
て
事
務
事
業
評
価
を
行
い
ま
し

た
。

　
事
務
事
業
を
妥
当
性・有
効
性・効
率

性
の
３
点
か
ら
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
29
年
度
中
の
取
り
組
み

結
果
を
評
価
す
る
事
業
改
善
効
果
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

◦
妥
当
性
評
価

　

公
的
関
与
の
必
要
性
や
市
民
ニ
ー

ズ・社
会
動
向
を
踏
ま
え
て
、必
要
性
が

高
い
事
業
か
ど
う
か
、事
業
の
対
象
は

適
正
か
ど
う
か
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

◦
有
効
性
評
価

　
事
業
の
目
的
達
成
に
向
け
た
業
務
内

容
や
実
施
手
段
と
な
っ
て
い
る
か
、成

果
が
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価

し
て
い
ま
す
。

◦
効
率
性
評
価

　

事
業
の
重
要
性
や
業
務
量
に
対
し
、

コ
ス
ト（
事
業
費
・
人
件
費
）の
投
入
量

が
適
正
か
、最
少
の
コ
ス
ト
で
最
大
の

効
果
が
生
み
出
せ
た
か
ど
う
か
を
評
価

し
て
い
ま
す
。

◦
事
業
改
善
効
果
評
価

　

評
価
を
行
っ
た
事
務
事
業
に
つ
い

て
、事
業
の
課
題
解
決
に
向
け
平
成
29

年
度
中
に
実
施
し
た
取
り
組
み
の
結

果
、事
業
改
善
効
果
が
ど
の
程
度
あ
っ

た
か
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
改
善
効
果
の
評
価
が
低
い
事
業

に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
内
容
の
見
直

し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
評
価
の
低
か
っ
た
事
業

　
中
央
公
園
整
備
事
業
／
選
挙
啓
発
事

業
／
赤
羽
根
分
署
管
理
事
務

　
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
た

め
、
今
回
の
行
政
評
価
結
果
に
基
づ
い

て
、
課
題
解
決
や
事
務
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

市民環境

健康福祉

産業経済

都市整備

教育文化

消防防災

行財政

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

極めて高い かなり低い高い 普通 低い

42.49.1 48.5

15.7 84.3

13.0 58.4 27.3 1.3

18.2 66.7 12.1

41.0 59.0

65.12.3 32.6

37.0 63.0

3.0

効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
た
め

平
成
30
年
度
行
政
評
価
を
実
施

●事業改善効果評価（分野別）

１
０
０
２
３
１
１
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◉配 布 場 所
◦市役所市民課、赤羽根市民セ
ンター、渥美支所の各窓口
◉対 象 者
◦出生届を提出に来られた方お
よび希望者

　職員研修として実施した「シティセールス研修」で、
田原市役所若手職員が提案した「BABY IN CAR」
ステッカーを作成し、配布中です。
　これは渥美半島きらり観光大使の
キャベゾウをモチーフに、より本市
に親しみを持ってもらい、多くの方
にステッカーを貼っていただき本市
PRのお手伝いをしていただくこと
を目的としています。

▶地域創生課　☎27-7978

市職員提案で
「BABY IN CAR」ステッカー配布中！

田
原
市
で
は
、
行
財
政
運
営
の

効
率
化
や
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
役
所
内
部
の
改
革
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。   

  

今
回
、「
第
３
次
田
原
市
行
政
改
革
大

綱
」（
改
革
期
間：平
成
27
年
度
～
31
年
度
）

の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
平
成
29
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
項
目

◦
介
護
保
険
運
営
事
業
の
統
合
に
向
け
た

準
備
（
事
務
の
広
域
化
）

◦
地
域
と
連
携
し
た
道
路・河
川
の
整
備・

維
持
補
修
（
事
務
の
質
向
上
）

◦
ご
み
の
有
料
化
（
減
量
化
）（
受
益
者

負
担
の
見
直
し
）

▪
今
後
取
り
組
む
主
な
項
目

◦
公
共
施
設
の
適
正
化

  

（
保
有
総
量
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削

減
・
長
寿
命
化
対
策
）

◦
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

  

（
受
益
者
負
担
割
合
算
定
基
準
の
策
定

と
料
金
改
定
）

◦
保
育
園
の
適
正
化
・
民
営
化

  

（
保
育
所
運
営
実
施
計
画
に
基
づ
く
適

正
化
・
民
営
化
）

◦
小
中
学
校
の
規
模
適
正
化

  （
学
校
全
体
配
置
計
画
の
見
直
し
）

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

▲統合に向けて行われた山北・北部保育園合同夕涼み会（保育園の適正化・民営化）

1005812

行
政
改
革
の
進
捗
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

１
０
０
１
４
７
４

私たちが
考えました！

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

注目！
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66％ 55％
45％

34％

■ 受診者　■ 未受診者

男性

7,060名

4,658名

7,133名

3,956名

女性

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000
（件）

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

高血圧症
脂質異常症
糖尿病
心疾患
脳血管疾患

メ
リ
ッ
ト
②

医
療
費
が
安
く
済
み
ま
す

　
例
え
ば
特
定
健
診
で
病
気
を
早
期
発
見

す
る
と
、
進
行
（
重
症
化
）
す
る
前
に
治

療
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
③

無
料
で
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

　
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
も
、
治
療
中
の

方
も
、
年
に
１
度
は
体
の
状
態
を
確
認
し

て
、
大
切
な
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

期
間
は
平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で
で

す
。

高血圧

脳梗塞

心筋梗塞

病気が進行
（重症化）すると

▲出典：田原市国民健康保険第２次データヘルス計画

▲出典：田原市国民健康保険第２次データヘルス計画

▲出典：田原市国民健康保険第２次データヘルス計画

▪
特
定
健
診
の
受
診
率
知
っ
て
ま
す
か
？

　
多
く
の
方
が
健
診
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、ま
だ
田
原
市
国
保
加
入
者
の
男
性
は

6
割
以
上
、女
性
も
5
割
以
上
の
方
が
健

診
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

（
特
定
健
診
対
象
者
：
40
～
74
歳
の
田
原

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
）

▪
特
定
健
診（
国
保
基
本
健
診
）は
メ
リ
ッ

ト
が
い
っ
ぱ
い

メ
リ
ッ
ト
①

隠
れ
た
病
気
の
サ
イ
ン
が
見
つ
か
る

　
特
定
健
診
は
、
血
液
検
査
な
ど
か
ら
体

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
健
診

で
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
40
代
か
ら
増

え
始
め
ま
す
。
き
ち
ん
と
健
診
を
受
け
、

全
身
の
状
態
を
点
検
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　田原市国民健康保険加入者を対象とした、特定健診（国
保基本健診）が始まっています。毎年受ける健診があなた
の体を守ります。今年も忘れずに特定健診を受けましょう！

▶保険年金課☎ 23-2149

あなたの健康、大丈夫？
年に１度の特定健診（国保基本健診）、受けていますか？
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女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
結
婚
し
た
こ
と
の
あ
る
女
性
の
う

ち
お
よ
そ
10
人
に
１
人
が
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
繰
り
返
し
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り
、

暴
言
を
吐
か
れ
た
り
し
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ⅴ
）
の
経
験
が

あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
も

し
も
暴
力
を
受
け
た
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
暴
力
に
あ
た
る
行
為
の
例

●
身
体
的
暴
力

　
殴
る
、
蹴
る
、
髪
の
毛
を
引
っ
張
る
、

物
を
投
げ
付
け
る

●
心
理
的
暴
力

　

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
侮
辱
す
る
、

物
を
壊
す
、
交
友
関
係
を
細
か
く
監

視
す
る

●
経
済
的
圧
迫

　
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
借
金
を
強
要

す
る
、
働
き
に
行
く
こ
と
を
過
度
に

制
限
す
る

●
性
的
強
要

　
性
行
為
を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力

し
な
い
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
な
ど
を

無
理
や
り
見
せ
る

▪
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
を

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
受
け
な
が
ら
も
、「
相

談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」「
自
分

に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
自
分
さ
え

我
慢
す
れ
ば
い
い
」
な
ど
と
考
え
て
、
約

４
割
の
女
性
が
誰
に
も
相
談
し
て
い
ま
せ

ん
。
暴
力
を
受
け
た
女
性
の
約
半
数
は
、

「
子
ど
も
が
い
る
か
ら
」「
経
済
的
な
不
安

が
あ
る
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
別
れ
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
別
れ

な
か
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
暴
力
は
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
間
柄
で
あ
っ
て
も
、

許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
力

を
受
け
た
被
害
者
を
加
害
者
か
ら
守
る
た

　
Ｄ
Ⅴ
は
、
相
手
を
支
配
す
る
た
め
の
一

方
的
な
暴
力
で
あ
り
、
対
等
な
立
場
で
の

一
時
的
な
夫
婦
げ
ん
か
な
ど
と
は
全
く
性

質
が
異
な
り
ま
す
。

　
身
体
に
対
す
る
暴
力
は
被
害
者
を
傷
つ

け
る
だ
け
で
な
く
、
命
に
関
わ
る
危
険
も

あ
り
ま
す
。
暴
力
を
受
け
な
い
状
態
に

な
っ
て
か
ら
も
、
恐
怖
が
消
え
ず
、
情
緒

不
安
定
に
な
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
に
な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
心
の
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▪
子
ど
も
へ
の
影
響

　
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、
父
親
が
母

親
に
暴
力
を
振
る
う
現
場
を
子
ど
も
が
目

撃
し
た
り
、
子
ど
も
も
暴
力
を
振
る
わ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
家
庭
環
境
で
は
子
ど
も
の
安
全
や
健

や
か
な
成
長
発
達
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
に
暴
力
を
振
る
う

家
庭
で
子
ど
も
が
育
つ
こ
と
は
、
子
ど
も

に
心
理
的
外
傷

を
与
え
る
恐
れ

が
あ
り
、心
理

的
虐
待
に
あ
た

り
ま
す
。

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま

す
。
暴
力
の
被
害
か
ら
抜
け
出
し
、
自
分

自
身
や
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。（
相
談
に
あ
た
っ
て
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。）

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
ご
注
意
を
！

　
交
際
相
手
に
「
他
の
異
性
と
会
話

を
す
る
な
」
な
ど
と
命
令
し
た
り
、

携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
や
メ
ー
ル
の

チ
ェッ
ク
、
交
友
関
係
や
行
動
の
監
視

な
ど
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
、

自
分
の
思
い
通
り
に
支
配
し
た
り
束

縛
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
行

動
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
す
。
女
性
も

男
性
も
、
誰
も
が
被
害
者
や
加
害
者

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
互

い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
対
等
で
良
い

関
係
を
築
く
た
め
に
、
二
人
の
関
係

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
と
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
暴

行
・
傷
害
に
つ

な
が
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
自

分
を
責
め
た
り
、

一
人
で
解
決
し

よ
う
と
し
た
り

し
な
い
で
、
早

め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

パ
ー
ト
ナ
ー
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
?

Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口

◦
子
育
て
支
援
課
☎
23‐３
５
１
３

  【
休
日・夜
間
】☎
22‐１
１
１
１

◦
愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

  【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

　
　
☎（
０
５
２
）９
６
２‐２
５
２
７

  【
弁
護
士
に
よ
る
専
門
相
談
】

　
　
☎（
０
５
２
）９
６
２‐２
５
２
８

  【
東
三
河
駐
在
室
】　

　
　
☎（
０
５
３
２
）54‐５
１
１
１

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
０
０
１
０
９
６
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　田原市民まつりは、参加する皆さんが「やってみよう！」「やってよかったね！」と感じられるイベントにするた
め、市民の皆さんから企画提案されたイベントで構成されています。今年も恒例の踊りイベントや餅投げ、特産品
販売など多彩な催しが盛りだくさん！お子さんからご年配の方まで楽しめますので、奮ってご参加ください。

屋内エリア 10:00～15:30
田原文化会館　
田原文化会館内では、ダンスステージの他、さまざまな催し
物が開催されます。

屋外エリア 10:00～16:00
はなのき広場　
田原市ならではの特産品販売や、ステージでの催し物が盛
りだくさん。
特設会場（第1駐車場）
体験コーナーや踊りイベント、餅投げなど。

同時開催 ▼商工会まつり
※詳しくは後日配布する新聞折り込みチラシをご覧ください。

問い合わせ ▼田原市民まつり推進協議会事務局
　　　　　  （商工観光課内）
　　　　　　☎23-3522 22-3817

問い合わせ

▼豊鉄ミデイ㈱（ぐるりんバス市街地線・童浦線）　　☎23-7210

▼豊鉄タクシー㈱（ぐるりんミニバス表浜線） 　　☎22-1171

▼渥美交通㈱（ぐるりんミニバス高松線）  　　☎22-0050

路線名 利用できないバス停 備考

ぐるりんバス市街地線

　図書館
※臨時バス停を図の場
所に設置しますので、
そちらで乗降願います。

ぐるりんバス童浦線

ぐるりんミニバス表浜線

ぐるりんミニバス高松線

▪10月28日日（始発～午後5時）

10月28日
10：00～16：00

日

～市民がつくる市民のためのまつり～

中部市民館

児童センター
はなとき通り

護国神社 JA愛知
みなみ

晩田

殿町

晩田東

田原文化会館北

商工会館

ショッピング
センター

県道蔵王山線

田原新橋

案内図

※まつり関連イベントによる交通規制に伴い、上記以外にも変更となる
可能性があります。

▪田原市ぐるりんバスの路線の一部変更について
　田原市民まつりに伴う交通規制のため、まつり会場付近において、下表の通り運行経路が一部変更となります。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

ぐるりんバスで「田原市民まつり」へ！
バスの利用促進とエ

※
コモビリティの推進を兼ねて、田原市民まつり開催日は終日、田原市ぐるりんバス全線の

運賃が無料です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※エコモビリティ：環境にやさしい交通手段の利用
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■
歳
出　
重
点
施
策
を
着
実
に
実
施

　

予
算
規
模
が
縮
小
し
て
い
く
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、長
期
的
展
望
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
や
財
源
の
確
保
を
図
り

な
が
ら
、優
先
度
の
高
い
事
業
を
厳
選
し
、将

来
を
見
据
え
た
前
向
き
な
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
３
つ
の
重
点
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
平
成
29
年
度
は
、道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
整
備
、地
域
医

療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
赤
羽
根
診
療
所

の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
歳
入
総
額（
水
道
事
業
を
除
く
）は
、

４
５
８
億
８
８
２
０
万
円（
４・５
％
減
）、歳

出
総
額
は
４
４
２
億
５
３
２
万
円（
３・７
％

減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
７
・３
％
減
の
２
８
４
億

２
４
１
０
万
円
、歳
出
総
額
は
、前
年
度
に

比
べ
５・７
％
減
の
２
７
７
億
２
０
４
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。実
質
収
支
額
※
は
、５
億

１
５
３
５
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、前
年
度

に
比
べ
５
億
４
０
１
８
万
円
減（
51
・
２
％

減
）と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入　
市
税・普
通
交
付
税
減
少　

　

市
税
は
、16
億
３
５
５
９
万
円
減（
９
・

６
％
減
）の
１
５
４
億
７
２
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。主
な
要
因
は
法
人
市
民
税
で
、前

年
度
に
比
べ
17
億
５
２
２
４
万
円
減（
39
・

１
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。地
方
交
付
税
は
、

合
併
算
定
替
※
の
縮
減
な
ど
の
要
因
に
よ

り
、６
億
９
４
６
９
万
円
減（
26・５
％
減
）の

19
億
２
５
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
歳
入
減
少
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、財
政
調
整
基
金
※
の
取
り
崩

し
額
を
抑
え
、基
金
残
高
の
確
保
を
図
り
ま

し
た
。

一 般 会 計 の 歳 入 歳 出 決 算

平成29年度

決算
元
気
な
渥
美
半
島
を

目
指
し
て

実施した重点施策の主な事業　
【定住・移住促進、交流人口の拡大】定住・移住促
進奨励金／道の駅リニューアル【雇用創出】企
業立地奨励金／花き振興／農商工連携支援【子
育て支援】初産妊婦全戸訪問／障害児等支援
／小中学校施設整備【地域の魅力・住み良さの
向上】赤羽根診療所整備／福江地区まちづくり

【安心・安全の推進】津波避難マウンド整備／高
齢者運転免許証自主返納支援【将来に向けた創
意工夫】家庭系ごみ有料化

●道の駅田原めっくんはうす

●津波避難マウンド（ほりきり広場）

※【
実
質
収
支
額
】歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
の

繰
越
事
業
に
充
て
る
財
源
を
控
除
し
た
額
。一
年
間
の

「
損
益
」。

※【
合
併
算
定
替
】合
併
後
15
年
間
の
普
通
交
付
税
額

が
、３
町
が
存
続
し
た
場
合
の
額
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
保
障
す
る
制
度
。11
年
目
か
ら
段
階
的
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
。

※【
財
政
調
整
基
金
】急
激
な
税
収
の
落
ち
込
み
や
災
害

な
ど
に
備
え
る
た
め
の「
貯
金
」。

■歳出

歳出
合計

277億2045万円
100%公債費

民生費 28.3%
78億4862万円

その他 0.9%
2億4839万円

総務費

11.8%
32億6318万円

11.7%
32億5232万円

4.2% 商工費
11億6521万円

6.8%

衛生費　

18億8563万円
農林水産業費

8.9%

7.1%
19億5388万円

消防費　　

24億6823万円

土木費

9.8%
27億1321万円

10.5%

教育費

29億2178万円

■歳入

歳入
合計

284億2410万円
100%

市税

その他

54.2%
154億  725万円

6.8%
19億5808万円

2.1%
5億8305万円

2.7% 使用料及び手数料
7億7487万円

　　繰入金

繰越金3.8%
10億7243万円

4.2%
11億9656万円

地方消費税交付金

　　　　　　　　　県支出金6.4%
18億3050万円

6.8% 地方交付税
19億2513万円

9.0% 国庫支出金
25億5323万円

4.０% 　市債　
11億2300万円
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市 の お 財 布 の 中 身 は 大 丈 夫 ？
　健全化判断比率の4つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、財政再生基準を
超えると財政再生計画を策定しなければなりません。また、資金不足比率が経営健全化基準を超えると、経営健全
化計画を策定しなければなりません。いずれの場合も各計画に基づいて財政再建に取り組むことになりますが、
本市においては、全ての比率が基準内であり、引き続き財政の健全性が確認されました。

◦用語解説
【実質赤字比率】　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
【連結実質赤字比率】　全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
【実質公債費比率】　一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率
【将来負担比率】　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
【一般会計等】　一般会計、田原福祉専門学校特別会計

特別会計の名称 平成 29 年度
公共下水道事業特別会計 －
農業集落排水事業特別会計 －
水道事業会計 －

区分 平成 29 年度
実質赤字比率 －
連結実質赤字比率 －
実質公債費比率（３カ年平均） 5.4％
将来負担比率 －

■健全化判断比率

■資金不足比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率については、実質収支、連結実質収支が
それぞれ黒字であるため｢－｣で表示しています。

※実質公債費比率については、早期健全化基準（25.0%）および財政再生基準
（35.0%）の範囲内となっています。

※将来負担比率については、充当可能財源が将来負担額を上回っているため
「－」で表示しています。

※資金不足比率については、各会計とも資金不足額が生じていないため｢－｣で表
示しています。

会計 現在高
一般 182 億 3381 万円
公共下水道事業 78 億 2931 万円
農業集落排水事業 29 億 8636 万円

合計 290 億 4947 万円

区分 現在高
財政調整基金 73 億 5231 万円
特定目的基金（災害対策など） 75 億 4448 万円
定額運用基金（土地開発基金など） 29 億   663 万円

水道事業会計 収入 支出
収益的収支 １4 億  995 万円 12 億 5605 万円
資本的収支※ 4525 万円 5 億 1191 万円

会計 歳入 歳出
国民健康保険 93 億  414 万円 88 億 5243 万円
公共下水道事業 17 億 6108 万円 16 億 9228 万円
農業集落排水事業 ６億 5810 万円 ５億 5362 万円
田原福祉専門学校 １億 1907 万円 １億 1906 万円
介護保険 48 億 7133 万円 45 億 1964 万円
後期高齢者医療 ７億 5039 万円 ７億 4785 万円

合計 174 億 6411 万円 164 億 8488 万円

■市債現在高の状況

■基金現在高の状況

■特別会計

■企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に不足する４億6666万円は、過年度分損益勘
定留保資金４億3345万円および当年度分消費税及び地方消費税資本的収
支調整額3321万円で補てんしました。

市の借金・貯蓄額は？　介護や水道にかかる費用は？
特別会計　国民健康保険や介護保険、下水道など、特定の人や限られた人が利益を

受けるような事業について、一般会計と区別して経理を行っています。
企業会計　企業経営という観点から、水道事業は独立して経理を行っています。

文・表中の額は１万円未満を四捨五入して
いるため、合計とは一致しない場合があり
ます。

黒字

健全

黒字

市の貯金

市の財政状況が健全か
どうかを表す指標

お財布の中身が赤字に
なっていないかを表す指標

市の借金

●赤羽根診療所
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　平成30年度「海をきれいにするための一般協力
者の奉仕活動」国土交通大臣表彰を受けた東部中
学校の関係者の皆さんが、山下市長と花井教育長を
表敬訪問しました。東部中学校では、平成10年から学
校の取り組みとして表浜海岸の清掃活動に協力して
おり、今回の表彰は、それが高く評価されたものです。

己の限界に挑む！
鉄人が伊良湖で激戦

9/9
［日］

　今回で32回目となった2018トライアス
ロン伊良湖大会が伊良湖岬周辺で開催さ
れ、全国各地から集まった約1000名の選手
が出場しました。選手は沿道で家族や仲間、
ボランティアの声援を受けながら、ゴール
を目指しました。また、大会の運営には、福
江高校をはじめ約800名のボランティアの
皆さんが関わり、大会を盛り上げました。

　今年は、豊川用水通水50周年の記念
すべき年です。先日、（独）水資源機構が
開催した記念式典に出席してきました。
豊川用水は昭和43年に全面通水し、以
降50年、農業・生活・工業用水として供
給され続け、渥美半島発展の礎となって
います。
　その大恩人が現在の高松町出身の近
藤寿市郎翁です。水に恵まれなかった渥
美半島に豊川の水を供給してもらおう
と考え、国や県、地域の人に懸命に働き

掛けを行いつ
いに通水を実
現させました。
　本市が農業
産出額全国1
位でいられるのも、生産者の努力と寿市
郎翁の偉業のたまものであります。芦ヶ
池や初立池など関連施設は市民の憩い
の場所となっています。今後とも、さらな
る改良や補修を加えながらこの地の飛
躍を支え続けてくれるでしょう。

海をきれいに
多年の清掃活動に対し栄誉

8/29
［水］

▲賞状を持参し、受賞の喜びを報告しました。（写真左から）東部中の鈴木校長、生
徒会副会長の鈴木薫

ゆ き の
乃さん、生徒会長の園田晃

あきひろ
大くん、山下市長、花井教育長

▲Ａタイプでは神谷泰平選手が初優勝し、お子さんと感動のゴールテープを切りました

豊川用水通水50周年に思いをはせ
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全国大会などに出場した皆さんをご紹介します。
今後のさらなる活躍に期待します！

▪第34回全国小学生陸上競技交流大会
（神奈川県横浜市［8／18］）

全国優勝！
◎田原陸上クラブ（女子4×100ｍリレー）

【写真2列目左から】渡辺栞
か ん な

夏さん（野田小6年）、佐藤
俐

り あ

有さん（田原東部小6年）、花井愛
ま い

唯さん（杉山小6年）
【写真1列目左から】眞田あこさん（杉山小6年）、高津
采

さ り

里さん（神戸小6年）
コメント
渡辺さん「最後の夏休みに優勝できてよかった」佐藤
さん「大会新は出なかったけど優勝できてよかった」
花井さん「大切な仲間と優勝できてうれしかった」眞
田さん「全国優勝できてうれしかった」高津さん「最
高の仲間と最高の思い出ができた」

▪第34回全国小学生陸
上競技交流大会

（神奈川県横浜市［8／18］）

◎ＪＡＣあつみ
（男子ジャベリックボー
ル投8位）
鬼頭孝

こ う せ い

征くん（中山小6
年）

▪第45回全日本中学校陸上競技選手権大会
（岡山県岡山市［８／20～21］）

全国優勝！
◎東部中陸上競技部（男子1500ｍ）
吉居駿

しゅんすけ

恭くん（3年、男子3000ｍ2位）

コメント
「3000ｍが2位でうれしかったが、気持ちを切り替え
て1500ｍに臨みました。緊張せずに楽しく走れまし
た。自分のやりたいメニューを先生がやらせてくれ
たので、先生にはとても感謝しています」

▪ジュニアオリンピックカップ第37回
全日本ジュニアバドミントン選手権大会

（長野県長野市［9／14～17］）

【写真左から】
河辺颯

そ う ま

真くん（名古屋経済大学市邨高校1
年、男子ダブルス）、河辺美

み は や

颯さん（名古屋経
済大学市邨中学2年、女子シングルス）
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　東日本大震災から７年半がたちます。多くの被
災地では復旧・復興が進んできているようですが、
甚大な被害を受けた宮城県南三陸町では、仮設で
運営されていた「さんさん商店街」が、盛り土をさ
れた市街地の中心へ昨年３月に移転し、本格的な
営業を始めたところです。
　亀の子隊は、震災が起きた平成23年から昨年ま
で、夏休みと冬休みに、市内の農家の皆さんから提
供してもらった野菜を持って支援活動に行きまし
た。
　１年目の夏に行ったときの、何もない町の惨状は
今も目に焼き付いています。ボランティアセンター
の手伝いで、支援米配布活動のときに出会った初
老の女性は、車に犬を乗せていました。「犬しか残
らなかったんだ」という言葉に涙が出ました。
　３年目の夏、仮設住宅でお話を聞かせてもらい
ました。「私たちは今闘っている」と涙を流しながら
お話をしてくれる表情は非常に辛そうでした。それ
でも、現実を明るく受け止めようとしている姿を見
て、人間の強さを感じました。
　４・５年目、仮設住宅の皆さんの表情が明るく
なっていきました。それでもまだ、仮設住宅には多
くの人が生活していました。その仮設住宅も昨年６
月には撤去されました。現在は、復興住宅に移った
り、高台にできた住宅地に新築をしたりして、生活
しているようです。
　町は、少しずつ復旧し、盛り土された港前の土地
には商店や事業所などが増えつつあります。しか
し、まだまだ就業人口が増えていないという実態があります。津波被害で就
業場所がなくなり、労働人口が激減したのです。昨年度、支援活動に行った入
谷地区にある「恩送りファーム　南三陸農工房」では、ブドウ畑を新たに作り、

「数年後には就業場所としてワイナリーを始めたい」と言っていました。
　亀の子隊は、南三陸応縁団に登録し、平成26年から田原市民まつりでチャ
リティ物産展を行っています。南三陸町の社会福祉協議会を通して、いくつ
かの事業所から加工食品を買い取り、田原市民まつりで販売します。東北の
おいしい特産品をぜひ、皆さんに食べていただきたいです。皆さんのお越し
をお待ちしております。

田原市民まつりで南三陸町チャリティ物産展

　今年は豊川用水通水50周年。その記念すべき年に、
高松小学校は創立145周年を迎えました。この歴史あ
る高松小学校に、かつて「毎年２番以下にはなったことが
ない」秀才がいました。豊川用水を構想した近藤寿市郎
氏です。
　現在高松小学校では、毎年４年生がその近藤寿市郎
氏について学んでいます。
　今年は、通水前後の高松の航空写真を比較し、「なぜ数
年で温室が増えたのか」という疑問を出発点に、農政課
による市政ほーもん講座、区長さんへの聞き取り調査、
共育コーディネーターによる「豊川用水と近藤寿市郎」の
特別授業、水おけでの水運び体験などを実施しました。
当時の人々の生活に思いをはせ、近藤氏の人生をなぞり
ながら“夢の用水建設”を見つめることができました。
　授業後の児童の振り返りには、「寿市郎さんに感謝し
かない」「私たちもこの用水を大切にしていきたい」など
近藤氏と豊川用水への感謝の思いが多く書かれていました。しかしながら、
東三河で近藤氏の名を知る人はそれほど多くはありません。今年は学芸会
で「寿市郎劇」を演じることで、先人の功績をたたえつつ、子どもたちの社会
に貢献していこうとする思いを養っていきたいと考えています。

ふるさと学習「高松の偉人・近藤寿市郎」

▲平成２３年８月の第１弾東北支援活動で訪れた南三
陸町

▲平成２７年８月に仮設住宅へお邪魔して、お話を伺い
ました

▲田原市民まつりでのチャリティ物産展の様子

高松小学校
☎45-2068

　

［投稿者］

寺島 結香ちゃん

1歳
やぐま台

ゆい  か たか　や

渡会 鷹也くん

1歳
中山町

環境ボランティア
サークル
亀の子隊

　090‐9123-7983

［投稿者］

▲班に分かれ近藤寿市郎について学びました

▲水おけで水を運び、用水のない大変さを
体験しました

伊藤 暖くん

1歳
田原町

だん
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会

　
５
月
26
日（
土
）に
保
育
園
、小
学
校
、中

学
校
そ
し
て
地
元
住
民
が
参
加
す
る
合
同

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
保
育

園
か
ら
中
学
校
ま
で
１
校
区
１
校
で
あ
る

校
区
の
特
色
を
生
か
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は

２
０
２
１
年

か
ら
赤
羽
根

中
学
校
へ
統

合
さ
れ
る
中

学
生
が
今
後

も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を

深
め
て
い
く

こ
と
を
目
的

に
、地
域
住

民
と
綱
引
き

で
対
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
大
人
も
子

ど
も
も
一
緒

に
な
っ
て
汗

を
か
き
、地
域
の
団
結
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
第
５
回
田
原
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し

ま
す
！

　
近
年
、健
康
や
運
動

へ
の
意
識
の
高
ま
り

か
ら
、本
市
で
も
多
く

の
方
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。参

加
し
た
方
同
士
の
出
会
い
や
再
会
の
場

所
、そ
し
て
本
市
に
住
む
方
た
ち
の
つ
な

が
り
や
絆
が
、よ
り
強
く
な
る
場
所
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、田
原
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
は
記
念
講
演
会
も
開
催

し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
５
回
田
原
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

【
日
時
】12
月
２
日（
日
）午
前
10
時
～（
雨

天
決
行
）

【
場
所
】サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら 

【
定
員
】90
チ
ー
ム（
先
着
順
）

【
参
加
料
】１
０
０
０
円
／
名

【
部
門
】一
般・キ
ッ
ズ（
キ
ッ
ズ
部
門
は
小

学
生
以
下
）

記
念
講
演
会「
実
力
発
揮
の
た
め
の
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

【
日
時
】10
月
14
日（
日
）午
後
６
時
～（
受

付
午
後
５
時
30
分
～
）

【
場
所
】田
原
文
化
会
館
２
０
１
～
２
０
３

会
議
室 

【
定
員
】１
０
０
名（
先
着
順
）

【
講
師
】土
屋
裕
睦
氏

【
参
加
料
】無
料

共
通
事
項

【
主
催
】田
原
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会【
後
援
】田
原
市

【
そ
の
他
】申
し
込
み
は
Ｈ
Ｐ
か
ら（「
田
原

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」で
検
索
）

【
申
込
締
切
】10
月
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

０
９
０‐２
１
８
５‐０
０
２
４（
藤
城
）

tahara.r.m
arathon@

gm
ail.com

http://w
w

w
.tahara-relay.com

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

泉

◦バトル綱引きで盛り上がる地域住民と中学生

◦やぐらを中心に大変盛り上がりました
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　私たち、渥美農業高校の生徒と教員は、毎年オランダ研修を実施しています。今年度は20回目の節
目の派遣で、生徒10名、教員２名が参加しました。
　今回は、オランダ研修についてご紹介します。

日本とオランダの農業の違い
　オランダ研修では日本とオランダの農業の違い
を、実際にオランダのいろいろな作物を栽培してい
る農家や企業を訪れ、学びました。両国の違いは、オ
ランダでは農業を工業的に捉えている点です。例え
ば日本では手作業で行う花の収穫も、多くの作業が
機械化されており、収穫された花を作業所まで運ぶ
のもベルトコンベヤーが行っていました。そのため、
ほ場にあまり人が入らないので、畝

うね
などを作る必要

もなく一面に作付けしていました。
　このような違いを研修によって見つけて帰ってく
ることで、日本で当たり前に行っている農業との違
いを知ることができました。

初めての海外での生活（ホームステイ）
　この派遣研修で初めて海外を訪れる生徒も多く、
最初は不安に感じる生徒もいました。しかし、ホーム
ステイ先の家族の温かな対応やコミュニケーション
を通して充実した滞在生活を送ることができまし
た。

日本とオランダの食事の違い
　オランダでは、普段はナイフとフォークで食事を
行い、お米を食べるときもフォークのみを使って食
べていました。スプーンを使うのはスープのみなど、
食習慣でも日本との違いをたくさん感じることがで
きました。

　こうした体験は高校生活の中でとても貴重な国際交流の機会であり、大変人気があります。生徒た
ちもオランダ研修へ行けることをとても楽しみにしています。帰国後は、オランダ研修発表会を行
い、全校の生徒にこの研修で学んだことを広く伝える機会を設けています。
　また、この研修は、田原地域のリーダーを養成することも目的としているので、今後も多くの生徒
がこの研修を通して国際感覚を持った人間に成長するよう見守っていきたいと思います。

20回の節目
オランダ派遣研修について紹介します。 渥美農業高等学校

◦都市型農園を視察し、現地農業を学びました

◦現地の生徒と食事を楽しみ交流を深めました
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

イ
ベ
ン
ト

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

１
０
０
３
０
４
２

日
時
：
10
月
14
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分　
場
所
：
蔵

王
山
展
望
台
周
辺
、
権
現
の
森　

内
容
：
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
蔵

王
山
お
茶
会
他　

お
茶
券
前
売

り
：
７
０
０
円
（
２
席
）
※
当
日

８
０
０
円　

販
売
場
所
：
池
ノ
原

会
館
、
渥
美
半
島
観
光
ビュ
ー
ロ
ー

（
田
原
めっ
く
ん
は
う
す
内
）

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23‐３
５
１
６

22‐２
０
２
６

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

委
員
会
企
画
講
演
会

１
０
０
４
３
７
０

日
時
：
10
月
21
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

内

容
：
十
人
十
色
の
能
力
と
適
性
を

生
か
す
‐
私
の
挑
戦　
講
師
：
樋

口
博
美
氏
（
㈱
サ
ン
キ
会
長
）
入

場
料
：
無
料　
申
込
：
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏

お
し
ら
せ

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
明

記
）　
託
児
：
10
月
11
日（
木
）ま
で

に
電
話
に
て
（
先
着
10
名
）　

そ
の

他
：
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

一
般
公
開

日
時
：
10
月
21
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２

時
30
分
ま
で
）　
場
所
：
伊
勢
湾

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー　
内
容
：レ
ー

ダ
ー
映
像
見
学
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

☎
34‐２
７
０
０

第
29
回
渥
美
半
島
菊
花
大
会

　
　
　
　

１
０
０
３
０
４
３

日
時
：
10
月
30
日
（
火
）
～
11
月

６
日
（
火
）
／
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら 

サ
ン
テ
ド
ー
ム　
内
容
：

大
輪
の
菊
や
見
事
に
仕
立
て
ら
れ

た
菊
花
を
展
示

▼
渥
美
半
島
菊
花
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
23‐３
５
１
６

22‐２
０
２
６

第
26
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
８
in
東
三
河

日
時
：
10
月
29
日
（
月
）
午
後
１

時
15
分
～
（
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

午
前
10
時
～
）　

場
所
：
穂
の
国

と
よ
は
し
芸
術
劇
場
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ（
豊

橋
市
西
小
田
原
町
）、
ホ
テ
ル
ア
ー

ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋
（
豊
橋
市
駅
前

大
通
）、ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
（
豊

橋
市
花
田
町
西
宿
）　

内
容
：
地

域
住
民
、
大
学
・
研
究
機
関
、
経

済
界
お
よ
び
行
政
が
一
堂
に
会
し
、

「
三
遠
南
信
流
域
都
市
圏
の
創
生
～

日
本
の
県
境
連
携
先
進
モ
デ
ル
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
地
域
づ
く
り

の
指
針
で
あ
る
「
第
2
次
三
遠
南

信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
合
意

を
目
指
す
／
地
域
内
の
住
民
が
主

体
と
な
る
団
体
が
集
う
住
民
セ
ッ

シ
ョン
も
開
催
【
観
覧
自
由
】

▼
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
会
議
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
事
務
局

☎（
０
５
３
）４
５
７‐２
２
４
２

（
０
５
０
）３
７
３
０‐１
８
６
７

田
原
市
文
化
祭

期
日：11
月
２
日（
金
）～
４
日（
日
）

▪
田
原
会
場
（
田
原
文
化
会
館
）

【
各
種
展
覧
会
】
11
月
２
日
（
金
）

～
４
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時
【
芸
能
大
会
】
11
月
４
日

（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
【
市
民

茶
会
】
11
月
３
日
（
土
・
祝
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時
／
茶
席
：
１

席
３
０
０
円

▪
渥
美
会
場
（
渥
美
文
化
会
館
）

【
各
種
展
覧
会
】
11
月
３
日
（
土
・

祝
）・４
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
【
芸
能
大
会
】
11
月
４
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
【
市
民
茶

会
】
11
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
茶
席：１
席
３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会

☎
22‐６
０
６
３

縄
文
ま
つ
り

１
０
０
５
１
２
９

期
日
：
11
月
３
日
（
土
・
祝
）　

場
所
：
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園　
内

容
：
縄
文
土
器
で
料
理
作
成
、
勾

玉
作
り
、
縄
文
王
決
定
戦
な
ど

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22‐８
０
６
０

22‐８
０
７
０
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ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
＆
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

１
０
０
５
１
７
１

日
時
：
11
月
３
日
（
土
・
祝
）
午

後
２
時
～
９
時　
内
容
：
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
、
ラ
イ
ブ
演
奏　

場
所
：

【
ラ
イ
ブ
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
】
中
央
広
場
／
雨
天
時
は
セ

ン
ト
フ
ァ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
／

点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
：
午
後
５

時
30
分
【
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
】

駅
前
広
場
、
駅
前
通
り
線
か
ら
は

な
と
き
通
り
、
東
西
線
の
歩
道
／

午
後
５
時
～
９
時　

主
催
：
ま
ち

な
か
賑
わ
い
づ
く
り
実
行
委
員
会

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

～
秋
を
満
喫
～

大
島
ダ
ム・ウ
ォ
ー
ク

日
時
：
11
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分　
集
合
場

所
：
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
三
河
川
合
駅
近

く
の
指
定
駐
車
場　
内
容
：
大
島

ダ
ム
の
周
囲
を
歩
く
（
コ
ー
ス
：

4
㎞
、
7
㎞
、
10
㎞
か
ら
選
択
）

地
元
特
産
品
の
販
売
や
地
元
小
学

校
に
よ
る
合
唱
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
あ

講
座

豊
橋
技
術
科
学
大
学
一
般

公
開
講
座

対
象
：
高
校
生
以
上
の
方　
日
時
：

10
月
12
日
（
金
）、
19
日
（
金
）、

26
日
（
金
）
／
午
後
６
時
30
分
～

８
時
（
午
後
６
時
受
付
開
始
）　

場
所
：
豊
橋
技
術
科
学
大
学
（
豊

橋
市
天
伯
町
雲
雀
ヶ
丘
）　

内

容
：
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
先
端
科
学
技
術　

定
員
：

２
０
０
名　

参
加
料
：
無
料
（
要

申
込
）　

申
込
：
Ｈ
Ｐ
（https://

w
w

w
.tut.ac.jp/cooperation/

ecourse.htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学
（
豊
橋
市

天
伯
町
雲
雀
ヶ
丘
１‐１
）

☎（
０
５
３
２
）44‐６
５
６
９

（
０
５
３
２
）44‐６
５
６
８

上
級
救
命
講
習
会１

０
０
５
６
９
９

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

日
時
：
11
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時　

場
所
：

田
原
市
消
防
署　
内
容
：
心
肺
蘇

り
／
普
段
は
見
学
で
き
な
い
大
島

ダ
ム
内
部
見
学
ツ
ア
ー
開
催　

申

込
：
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.w
ater.

go.jp/chubu/toyokaw
a/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／
申
込
書
は
市

役
所
企
画
課
で
も
配
布
／
10
月
９

日
（
火
）
受
付
開
始

▼
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
豊

川
用
水
総
合
事
業
部
総
務
課

（
〒
４
４
０‐０
８
０
１　

豊
橋
市

今
橋
町
８
番
地
）

☎（
０
５
３
２
）54‐６
５
０
１

（
０
５
３
２
）54‐６
５
１
７

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
11
月
10
日（
土
）午
後
２
時

～
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：
渥

美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
＆

ラ
ウ
ン
ジ　

内
容
：「
美
し
い
日

本
語
の
歌
」　

出
演
：
中
嶋
俊
晴

（
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、
野
畑
さ

お
り
（
ピ
ア
ノ
）、
デ
ュ
オ
・
リ

サ
イ
タ
ル　
入
場
料
：
１
０
０
０

円
／
当
日
１
２
０
０
円　
チ
ケ
ッ

ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

生
法
や
け
が
の
手
当
て

方
法
な
ど
を
学
ぶ　
定

員
：
20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　
持
ち
物
：
昼
食

（
当
日
、
弁
当
の
注
文
可
能
）　
申

込
：
11
月
12
日（
月
）ま
で
に
直
接
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

そ
の
他
：

講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

渥
美
半
島　
戦
争
遺
跡
巡
り

１
０
０
５
７
５
８

対
象
：
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　

日
時
：
12
月
２

日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
4

時　
集
合
・
解
散
場
所
：
市
役
所

内
容
：
豊
川
海
軍
工こ
う
し
ょ
う廠
平
和
公

園
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡

り
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
す
る　

定
員：20
名（
先
着
順
）　
参
加
料：

無
料　

持
ち
物
：
昼
食　

申
込
：

11
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
）

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５
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着
順
）　

受
講
料
：
各
回
の
内
容

に
よ
る　
持
ち
物
：
筆
記
用
具　

申
込
：
各
回
講
座
日
一
週
間
前
ま

で
に
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

１
０
０
５
７
７
０

対
象
：
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
に
悩
ん

で
い
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族　

日

時
：
10
月
24
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

場
所
：
豊
川

保
健
所　
内
容
：
精
神
科
医
師
ま

た
は
断
酒
会
会
員
に
よ
る
相
談　

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
電
話
に

て
（
先
着
順
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

第
１
回
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
講
習
会

１
０
０
５
１
５
６

対
象
：
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る

方　
日
時
：
11
月
９
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場

所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー 
大
会

議
室　
内
容
：
子
ど
も
・
若
者
を

中
心
と
し
て
地
域
で
支
え
る
公
私

協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
講
師
：

饒
舌
館
長
、崋
山
の
眼
差
し

を
語
る

日
時
：
10
月
11
日（
木
）午
後
１
時

30
分
～
３
時　
場
所
：
崋
山
会
館

内
容
：
博
物
館
特
別
展
「
渡
辺
崋

山
の
神
髄
」記
念
講
演
会　
講
師：

河
野
元
昭
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
長
）　

受
講
料
：
無
料　
定
員
：
１
０
０

名　
申
込
：
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
市
博
物
館
講
座

１
０
０
５
７
９
６

日
時
／
テ
ー
マ
：
表
の
通
り　
場

所
：
田
原
市
博
物
館
、
崋
山
会
館

研
修
室
他　
定
員
：
各
20
名
（
先

東
三
河
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー・講
座

１
０
０
５
１
８
３

▼
開
催
日
：
11
月
17
日
（
土
）

▼
場
所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室

▪
セ
ミ
ナ
ー

時
間：午
前
10
時
～
正
午　
内
容：

パ
ブ
リ
ッ
ク
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
ト
イ
レ
セ
ミ
ナ
ー
、
性
の
多

様
性
に
配
慮
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト

イ
レ
の
ご
提
案
、
災
害
に
備
え
た

水
回
り
セ
ミ
ナ
ー

▪
講
座

時
間：午
後
１
時
～
４
時　
内
容：

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学

ぶ
人
に
や
さ
し
い
避
難
所
生
活

▪
共
通
事
項

定
員
：
50
名
程
度
（
先
着
順
）　

受
講
料
：
無
料　
そ
の
他
：
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り　

申
込
：

11
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
27‐８
６
０
６

22‐３
８
１
１

川
島
ゆ
り
子
氏
（
愛
知
教
育
大
学

教
授
）　
定
員
：
50
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
10
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

生
活

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

　

地
震
の
発
生
に
備
え
、
次
の
通

り
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練

は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
※
）に
よ
り
、
消
防
庁
か

ら
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

▪
日
時

　
11
月
１
日（
木
）午
前
10
時
ご
ろ 

▪
放
送
内
容

　
上
り
チ
ャ
イ
ム　

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
「
た
だ
い
ま
か
ら
、
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
」

　
「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム　

緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放

送
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情

報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど

を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

堀
切
地
区
津
波
避
難
マ
ウ

ン
ド
が
完
成

　
堀
切
地
区
で
整
備
し
て
い
た
津

波
避
難
マ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
、
10

月
１
日
（
月
）
に
完
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
広
場
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ト
イ
レ
な
ど
の
一
部
の

施
設
は
年
内
に
完
成
予
定
で
す
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

日時 テーマ

H31／1／19土
13:30～15:00 渥美半島の城・城館

H31／2／9土
13:30～15:00

磯丸作品、浮世絵等から見
る変体仮名（初級編）

H31／3／10日
13:30～15:00

田原の産物作成講座
※別途材料費

●正式名称は「ほりきり広場」です
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10
月
は
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進

月
間・浄
化
槽
強
調
月
間

１
０
０
４
３
６
５

　
愛
知
県
で
は
、毎
年
10
月
を
「
ク

リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」
お
よ
び

「
浄
化
槽
強
調
月
間
」
と
定
め
、
家

庭
で
の
生
活
排
水
対
策
や
浄
化
槽

の
適
正
管
理
な
ど
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
一
人

の
取
り
組
み
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

▪
身
近
な
生
活
排
水
対
策

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
減
ら

す
・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ

ト
で
汚
れ
を
取
り
除
く

・
家
庭
の
廃
食
用
油
は
市
役
所
な

ど
の
廃
食
用
油
回
収
箱
へ

・
食
器
や
鍋
は
目
立
つ
汚
れ
を
新

聞
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら

洗
う

・
洗
剤
は
適
量
を
使
う

▪
浄
化
槽
の
適
正
管
理

　

浄
化
槽
の
管
理
を
行
う
方
は
、

法
令
に
よ
り
保
守
点
検
・
清
掃
を

実
施
し
、
法
定
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

行
政
相
談
週
間

10
月
15
日
月
～
21
日
日

１
０
０
１
０
３
２

　
国
に
関
す
る
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
困
っ
た
ら
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
行
政
相

談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
民
間
有
識
者
で
す
。
行

政
に
関
す

る
苦
情
・

相
談
を
伺

い
、
助
言

や
各
機
関

に
対
す
る

通
知
な
ど

を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
相
談
は

無
料
で
す
。

秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

　
行
政
相
談
以
外
に
も
、
弁
護
士

や
民
生
委
員
に
よ
る
困
り
ご
と
、

心
配
ご
と
相
談
の
無
料
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
田
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

http://tahara-shakyo.
or.jp/sinpai/soudan.htm

【
縦
覧
】愛
知
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
た
愛
知
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
：
10
月
20
日
（
土
）
～

11
月
3
日（
土・祝
）　
縦
覧
時
間：

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時　
縦

覧
場
所
：
選
挙
管
理
委
員
会
（
市

役
所
総
務
課
）

▼
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

農
林
水
産
省
で
は
、
国
内
の
漁

業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
漁
村
、

水
産
物
流
通
・
加
工
業
等
の
漁
業

を
取
り
巻
く
実
態
と
変
化
を
総
合

的
に
把
握
す
る
た
め
、
11
月
１
日

現
在
で
、「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
５
年

ご
と
に
水
産
業
を
営
ん
で
い
る
全
て

の
世
帯
や
法
人
を
対
象
に
全
国一斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
世
帯
に
は
、
統
計
調

査
員
が
10
月
下
旬
ご
ろ
に
伺
い
、

調
査
票
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

対
象：オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門・

人
工
膀
胱
の
保
有
者
）
と
そ
の
家

族　
日
時
：
10
月
27
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時 

場
所
：
豊
橋

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
ト
ピ
ア

内
容
：【
講
演
】
ス
ト
ー
マ
と
と
も

に
生
き
る
・
医
師
の
立
場
か
ら
・

防
災
対
策
【
講
師
】
柴
田
佳
久
氏

（
豊
橋
市
民
病
院
外
科
・
肛
門
外

科
部
長
）【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
人

工
肛
門
・
人
工
膀
胱
別
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

参
加
料
：
無
料

▼
つ
つ
じ
の
会　
東
三
河
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
会
田
原
支
部
（
鈴
木
）

☎
22‐３
３
４
７

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券・

バ
ス
電
車
券・元
気
パ
ス
購

入
助
成
券・ぐ
る
り
ん
バ
ス

等
回
数
券
購
入
助
成
券

（
下
半
期
分
）交
付１

０
０
１
１
８
８

対
象
：
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
方
①
１・２
級
の
下
肢・

体
幹
・
視
覚
障
害
者
、
１
級
の
内

部
障
害
者
②
Ａ
判
定
の
知
的
障
害

者
③
１・２
級
の
精
神
障
害
者

内
容
：
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス

電
車
券・元
気
パ
ス
購
入
助
成
券・

ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
回
数
券
購
入
助

成
券
の
う
ち
希
望
す
る
も
の
を
交

付
（
６
０
０
０
円
分
）　

申
込
：

平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、

地
域
福
祉
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
・
渥
美
支
所
に
て
手
続
き

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

相談場所 日時 電話番号

田原福祉センター 毎月第1水曜日
13:00～16:00 ☎23-0610

赤羽根福祉センター 偶数月第2水曜日
13:00～16:00 ☎45-3499

あつみライフランド 奇数月第3火曜日
13:30～16:00 ☎33-0279
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愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
愛
知
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
時
間
額
８
９
８
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54‐１
１
９
２

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画

地
区
計
画
の
変
更
案

１
０
０
５
７
８
７

　

東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分

（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
）
の
変
更
（
愛
知
県
決
定
）
に

伴
い
、
市
が
決
定
す
る
地
区
計
画

の
変
更
を
行
い
ま
す
。

◦
木
綿
畑
地
区
計
画
（
吉
胡
台
お

よ
び
吉
胡
町
地
内
）

縦
覧
期
間
：
10
月
９
日
（
火
）
～

23
日
（
火
）（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）　

縦
覧
時
間
：
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
　
縦

覧
場
所
：
街
づ
く
り
推
進
課
（
北

庁
舎
２
階
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
農
業
共
済
組
合　
事
業

部
収
入
保
険
課

☎（
０
５
２
）２
０
４‐２
４
１
１

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」更
新
手

続
き　
　
　

１
０
０
３
６
７
４

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
今
後
10
年

間
の
地
域
農
業
の
目
指
す
べ
き
姿

に
つ
い
て
考
え
、
地
域
の
合
意
な

ど
を
経
て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
の
補
助
事
業
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
：
市
内
在
住
の
農
業
者　
内

容
：
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
、
今

後
５
年
間
の
経
営
計
画
作
成
、
個

人
情
報
取
り
扱
い
の
同
意　

持
ち

物：印
鑑　
申
込：11
月
30
日（
金
）

ま
で
に
直
接
窓
口
へ

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動

10
月
11
日
木
～
20
日
土

１
０
０
３
０
５
１

　
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
を
次
の
運
動
重
点
に
よ
り
展

開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
運
動
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止
≪
年
間
取
組
事
項
≫

◦
自
動
車
盗
の
防
止

◦
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
◦
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

が
始
ま
り
ま
す

１
０
０
５
８
１
１

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
青
色
申

告
を
行
って
い
る
農
業
者
の
た
め
の

収
入
保
険
が
始
ま
り
ま
す
。
自
然

災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
に

よ
る
収
入
の
減
少
を
補
償
す
る
保

険
で
す
。
現
在
加
入
申
し
込
み
受

け
付
け
中
で
す
。

　

ご
加
入
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

10
月
は
土
地
月
間

　

毎
年
10
月
は
「
土
地
月
間
」、

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
に
指

定
さ
れ
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
お

い
て
、
土
地
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
将
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
明
日
の
豊

か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
、
土
地

の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

■架空請求詐欺に注意
　有料サイト利用料など
を請求するメールを送り
つけ、訴訟になるなどと
不安をあおり、コンビニエ
ンスストアで電子マネー
を購入させ、そのカード
番号などを伝えさせる架
空請求詐欺被害が増加
しています。
　この他、訴訟に関する最終告知のはがき
を送りつけたり、インターネット閲覧中に突然
会員登録完了を表示させたりする手口もあ
ります。
・このようなメールなどには絶対に連絡しな

いでください
・支払い手続きをする前に必ず家族や警察、消

費者ホットライン（１８８）に相談してください

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

8月

●人身21件（127件）
●負傷31人（159人）
●死亡1人（4人）
●物損111件（915件）

●侵入盗3件（19件）
●乗物盗2件（11件）
●非侵入盗10件（74件）

●火災6件（22件）
●救急267件（1704件）
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宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
た
め
に
（
一
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、

伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

へ
集
会
用
テ
ン
ト
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ

ン
ト
、
祭
用
提
灯
な
ど
の
備
品
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請・

受
け
取
り
が
市
内
で
行
え

ま
す　
　

  

１
０
０
０
７
６
９

　

市
民
課
窓
口
で
、
旅
券
（
パ
ス

ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。

対
象
：
原
則
、
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
方
で
、
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
の
間
に
、
旅
券（
パ
ス

ポ
ー
ト
）の
受
け
取
り
が
可
能
な
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

滝
頭
公
園
駐
車
場

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

　
滝
頭
公
園
内
特
設
コ
ー
ス
に
お

い
て
田
原
市
中
学
校
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。駐
車
場
、遊
歩
道

も
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
お

り
、駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
20
日（
土
）午
前
９
時

～
正
午
ご
ろ
（
天
候
不
良
時
の
予

備
日
は
翌
日
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
８
月
10
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

株
式
会
社
東
海
カ
ン
パ
ニ
ー
様
か

ら
環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
金

１
万
３
６
７
円
。

税

平
成
30
年
分
源
泉
所
得
税

年
末
調
整
説
明
会

対
象：源
泉
徴
収
義
務
者　
日
時：

11
月
15
日
（
木
） 

午
後
１
時
～
２

時
50
分　
場
所
：
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
豊
橋
税
務
署
（
豊
橋
地
方
合
同

庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

対
象
：
個
人
・
法
人
事
業
者　

日
時
：
①
11
月
15
日
（
木
） 

午
後

３
時
５
分
～
３
時
45
分
②
12
月
７

日
（
金
） 

午
後
３
時
30
分
～
４
時

10
分　
場
所
：
①
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル
②
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊

橋
小
ホ
ー
ル

▼
豊
橋
税
務
署
（
豊
橋
地
方
合
同

庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

平
成
30
年
分

青
色
決
算
等
説
明
会

日
時
：
12
月
７
日
（
金
）
午
前
10

時
～
正
午
／
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　

場
所
：
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊

橋
小
ホ
ー
ル

▼
豊
橋
税
務
署
（
豊
橋
地
方
合
同

庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

法
人
市
民
税
の
各
種
届
出

１
０
０
０
７
８
１

　
市
内
で
法
人
な
ど
の
新
規
設
立

や
、
事
務
所
・
事
業
所
の
新
規
開

設
を
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
登

記
簿
謄
（
抄
）
本
（
写
し
）
と
定

款
（
写
し
）
を
添
え
て
、
法
人
設

立
（
変
更
）
等
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
商
号
」「
所
在
地
」「
代

表
者
」「
資
本
金
額
」「
決
算
期
」

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
「
法

人
の
解
散
」「
事
業
所
の
閉
鎖
」

な
ど
を
し
た
場
合
も
、
そ
の
都
度
、

変
更
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用

し
た
届
出
も
可
）

※
法
人
設
立
（
変
更
）
等
申
告
書

は
、
市
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

みかわ de オンパク（蒲郡市）
蒲郡市を中心に東三河全域など ～12/24月・ みかわ de オンパク実行委員会

☎（0533）68-2526

ええじゃないか豊橋まつり
（豊橋市）豊橋公園周辺他 10/20土・21日 豊橋まつり振興会

☎（0532）51-2430

第４回三遠南信食の祭典
（豊根村）茶臼山高原 10/21日 三遠南信食の祭典実行委員

会☎（0536）85-1316

鳳来寺山もみじまつり
（新城市）鳳来寺山

11月中旬
～下旬

新城市観光協会
☎（0536）29-0829

東栄フェスティバル
（東栄町）東栄ドーム 11/3土・

東栄町役場振興課
☎（0536）76-0502花祭り

（東栄町）町内 8 カ所
11/10土～

12/9日
参候祭（設楽町）
三都橋津島神社 11/10土 設楽町観光協会

☎（0536）62-1000

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

振
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金 土 日

5 6 7
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

12 13 14
おはなし会
14：00～

19 20 21
おとうさんと遊ぼう
10：00～11：15
場所：田原福祉センター

（2～3歳）とお父さん
※15組 要予約

おはなし会
10：30～

26 27 28
おはなし会
15：00～
おはなし会
10：30～

セルフ工作「ハロウィンかぼち
ゃに顔を描こう」

（10月27日土～３１日水）
10：00～ ～
※先着200名／１日

2 3 4
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

9 10 11
おはなし会
14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

【対象】どなたでも（１歳以上のお子様から人数に含む）
【日時】11 月 23 日（金・祝）11：00 ～、13：30 ～（開場はそれぞれ 30 分前）
【場所】田原文化会館　文化ホール
【出演】ガラピコぷ～の仲間たち（チョロミー、ムームー、ガラピコ）、うたのおねえさん（「おか
あさんといっしょ」出演のうたのおねえさんではありません）

【入場料】無料
【申込】10 月 31 日（水）までに、専用 HP（http://www.nhk.or.jp/nagoya/event/）にて
▶ＮＨＫプラネット中部 ☎ 052-952-7381

田原市市制施行１５周年記念　  １００1131
おかあさんといっしょ宅配便「ガラピコぷ～小劇場」

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

10/1 2 3 4
のりもの

（～5日金）
ぬりえ

（～7日日） ～

おはなし会
10：30～

8 9 10 11
チャレンジ「スピログラフ」
 （～14日日）

以上

おはなし会
10：30～、11:00

ミニうんどうかい
10：30～11：15

15 16 17 18
アイデア工作  

（～21日日） 以上
おはなし会
10：30～

おはなし会
10：30～、11:00
子育て講座ハグ
10：00～ と保護者

おはなしポケット
10：30～ と保護者
楽しく食べて、丈夫な体を作ろう
10：30～11：00

22 23 24 25
工作「びっくり！小物入れ」  

（～27日土） 以上
おはなし会
10：30～

卒乳について
10：30～11：00

29 30 31 11/1
渥美半島菊花大会

（～11月6日火）どなたでも
権現の森へ行こう！
10：00～11：30

5 6 7 8
おはなし会
10：30～

【対象】市内在住の年長以上のお子さんと保護者
【日時】11 月 23 日（金・祝）13：00 ～ 16：00（受付は12:30～）
【場所】サンテパルクたはら　体験工房
【内容】収穫体験・スイーツ作り体験
【定員 / 受講料】12 組（先着順）/1,000 円
【申込】11 月 13 日（火）までに、電話・FAX にて
（FAX の場合は、住所・氏名・学年・電話番号を明記）

▶農政課　☎ 23-3517 22-3817

親子で体験 野菜収穫＆スイーツ教室 １００5795

【対象】市内在住の小学生とその保護者
【日時】11 月 11 日（日）13:00 ～ 16：00
【場所】田原市消防署
【内容】消防職員が普段行っている訓練の体験
【定員 / 参加料】40 名（先着順）/ 無料
【申込】１1 月 10 日（土）までに、直接、電話・FAX にて
（ＦＡＸの場合は、イベント名・住所・保護者氏名・電話番号・
参加する子どもの人数を明記）
▶田原市消防署　☎ 23-4075 23-2440

親子レスキュー教室　　　 １００5764

2018 October
イベントカレンダー10月 場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。歯
周
病
菌
は
血
液

を
介
し
て
全
身
に
運
ば
れ
て
い
き
、心
疾

患
や
呼
吸
器
疾
患
、骨
粗
し
ょ
う
症
、糖
尿

病
だ
け
で
な
く
、低
出
生
体
重
児
や
早
産

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。妊
婦
さ
ん
に
歯
周
病
が

あ
る
場
合
、低
出
生
体
重
児
や
早
産
の
発

生
リ
ス
ク
は
、７・５
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
は
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
に
も
、い
つ
も
以
上
に
口
の
中
の
ケ

ア
が
必
要
で
す
。

▪
妊
娠
中
の
口
の
中
の
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

◦
つ
わ
り
が
軽
く
、体
調
が
良
い
と
き
に
磨
く

◦
歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
の
も
の
を
選
び
、

小
刻
み
に
動
か
し
て
磨
く

◦
顔
を
下
に
向
け
て
磨
く

◦
う
が
い
を
十
分
に
行
う

◦
な
が
ら
磨
き
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
う

◦
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
用
す
る

◦
液
体
歯
み
が
き
を
併
用
す
る

▪
妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
対
象
】市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん【
場
所
】市

内
の
歯
科
医
院（
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票

の
裏
面
参
照
）【
内
容
】歯
と
歯
肉
な
ど
の

口
の
中
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
診
の
結
果

に
基
づ
く
健
康
ア
ド
バ
イ
ス【
費
用
】無
料

※
子
ど
も
連
れ
で
受
診
で
き
る
歯
科
医
院

も
あ
り
ま
す
の
で
、電
話
で
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
率

　
平
成
29
年
度
の
本
市
の
妊
婦
歯
科
健
診

の
受
診
率
は
39・７
％
で
、平
成
17
年
度
か

ら
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　

そ
し
て
、受
診
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
の
約

８
割
の
方

が
、口
腔

内
の
清
掃

が
不
十
分

な
た
め
歯

石
除
去
や

ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
な
ど

の
指
導
が

必
要
で
あ
っ
た
り
、虫
歯
や
中
等
度
以
上

の
歯
周
病
な
ど
の
治
療
を
必
要
と
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
妊
娠
中
に
虫
歯
に
な
っ
て
い
て
も
気
付

か
ず
、出
産
後
に
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
中
心
の

生
活
に
な
り
や
す
く
、ど
う
し
て
も
虫
歯

な
ど
の
治
療
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

妊
娠
中
に
必
要
な
治
療
を
済
ま
せ
て
お
け

る
と
安
心
で
す
。

妊
娠
中
か
ら
始
め
よ
う
！

母
と
子
の
健け

ん
こ
う口
生
活

　
妊
娠
中
か
ら
口
の
中
を
健
康
に
保
つ
こ
と

で
、妊
婦
さ
ん
自
身
の
健
康
だ
け
で
な
く
、生

ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

▪
妊
娠
中
は
、口
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や

す
い
で
す

　
妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
に
よ
り

唾
液
の
分
泌
量
が
減
少
し
ま
す
。ま
た
、つ
わ

り
な
ど
で
歯
磨
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

食
事
回
数
が
不
規
則
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、口
の
中
の
環
境
が
ど
う
し
て
も
悪
化
し

や
す
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
妊
娠
中
は
虫

歯
や
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

▪
お
母
さ
ん
の
虫
歯
や
歯
周
病
は
赤
ち
ゃ
ん
に

も
影
響
し
ま
す

　
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は

虫
歯
菌
は
い
ま
せ
ん
。多
く
の
場
合
、お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
な
ど
身
近
な
大
人
の
口
の
中

に
い
る
虫
歯
菌
が
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
う

つ
り
、感
染
し
ま
す
。

　

ま
た
、歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
に

●H29  妊婦歯科健診受診結果

26.9％56.5％

16.6％

異常なし

歯石除去や
ブラッシング
指導などが必要

むし歯や中等度
以上の歯周病などの
治療が必要

●❶ ●❸●❷

背中の筋肉が硬くなると、現代人に多い首・背
中・肩の凝り、腰痛や姿勢の悪化の原因になりま
す。ストレッチでほぐす意識付けをして凝りや痛み
知らずの体に！
スポーツ課☎23-3531

❶いすに浅く腰掛け、両足を左右に開く。

❷手を重ねて後ろへ回し、手のひらを後頭部に添える。

❸息を吐きながら頭を前に倒して３０秒キープする。　
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な

ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

【
実
施
期
間
】
10
月
9
日
（
火
）
～
12
月

31
日
（
月
）
で
各
医
療
機
関
診
療
時
間
内

【
場
所
】
市
内
指
定
医
療
機
関
【
自
己
負

担
額
】
１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の

方
お
よ
び
平
成
30
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

●
愛
知
県
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
で
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
対
象
】
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
方

①
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
方
②
長

期
間
、
市
外
の
病
院
な
ど
で
入
院
治
療
を

し
て
い
る
方
③
施
設
入
所
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
市
外
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
方

※
今
年
度
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
対
象
者
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く

は
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
が
ん
検
診
め
ざ
せ
受
診
率
50
％

　
10
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）は
、「
が

ん
検
診
受
診
率
50
％
達

成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
」で
す
。

●
が
ん
は
日
本
人
の
国
民
病

　
が
ん
は
、
日
本
で
昭
和
56
年
よ
り
死
因

の
第
１
位
で
、
現
在
で
は
年
３
人
に
１
人

が
「
が
ん
」
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。日
本
人
に
と
っ
て「
国

民
病
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
本
市
の
が
ん
検
診
受
診
率　

大
腸
が
ん

検
診
に
つ
い

て
は
２
～
３

割
程
度
で
あ

り
、肺
が
ん・

子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん

検
診
に
つ
い

て
は
４
割
程

度
と
、
低
い

状
況
で
す
。

●
が
ん
の
死
亡
率
を
下
げ
る
が
ん
検
診

　
が
ん
は
、
現
在
、
約
６
割
の
方
が
治
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
、
非
常
に
高
い
確
率
で
治
癒

し
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　
今
年
度
の
受
診
期
限
は
、
平
成
31
年
１

月
31
日
（
木
）
で
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
期
限
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
献
血・
献
眼・
献
腎・
骨
髄・
末
梢
血
幹

細
胞
の
提
供
に
ご
協
力
を
！

【
日
時
】
10
月
28
日（
日
）
①
午
前
10
時
～

11
時
30
分
②
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
田
原
市
民
ま
つ
り
会
場

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
豊
橋
事
業
所

☎（
０
５
３
２
）32‐１
３
３
１（
代
表
）

▼
献
眼・
献
腎
登
録
＝
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ（
午
前
９
時
～
午
後
１
時
）

☎
22‐６
０
１
３

▼
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
＝
豊
川
保
健

所
生
活
環
境
安
全
課（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
７
７

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接

種
で
感
染
予
防
を

　
高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
合
併
し
、
重
症

化
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
免
疫
が
付
く

ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
12
月
中

旬
（
流
行
す
る
前
）
ま
で
に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

【
対
象
】
①
65
歳
以
上
（
昭
和
28
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
②
60
歳
以
上

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

10月21日（日）
朽名医院 ☎33‐0162
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
平野歯科医院 ☎22‐0214

10月28日（日）
國見医院 ☎22‐0756
金田歯科医院 ☎24‐1800

11月3日（土・祝）
藤岡医院 ☎32‐1515
まち眼科 ☎22‐2710
仲谷歯科 ☎23‐2327

月　日 当直医 電話番号

10月  7日（日）
かわせ小児科 ☎22‐1230
山内歯科医院 ☎23‐1525

10月  8日（月・祝）
昭和医院 ☎32‐3749
青木歯科クリニック ☎33‐1139

10月14日（日）
北山医院（江比間） ☎37‐0023
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
藤井歯科医院 ☎45‐2123

（％）

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 子宮頸がん検診 乳がん検診

平成29年度
田原市がん検診結果より

田原市がん検診の受診率
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バラ
（花／出荷時期：通年）

世界中で人気のバラは、美
しい花と香りが魅力です。生
産量は県内２位で約７７０万
本出荷されています。

花ことば

美、愛情

ガーベラ
（鉢花／出荷時期：9月～6月）

カラフルなガーベラは、切り
花だけでなく、鉢花としても
楽しめます。本市では、約５万
７千鉢出荷されています。

花ことば

神秘、希望

農政課  ☎23-3517

花 鉢

31

今月の 10月の

で
す
が
、
早
期
診
断
や
早
期
対
応
を
行
う
こ
と

で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
本
市
で
は
、
認
知
症
の
専
門
知
識
を
持
っ
た

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
専
門
職
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
、
電
話
や
面
接
、
訪
問
な
ど
を
行

い
、
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

支
援
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▪
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見
守

る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

　
本
市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
た
め
の
講
座
を
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
】

　
本
市
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
（
企
業
や
団

　
体
で
の
申
し
込
み
も
可
）

【
開
催
日
】

　
随
時

認
知
症
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り▪
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

　
る
地
域
を
目
指
し
て　

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
あ

り
、
発
症
す
れ
ば
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や

周
囲
の
人
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。　

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
全
国
の
65
歳
以

上
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
（
予
備
群
を
含

む
）
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も

要
介
護
認
定
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。

▪
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て

　
認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て

脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
、
生
活
す
る
上
で
支

障
が
出
る
状
態
が
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
い
る

状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
物
忘
れ
だ
け
で
は

な
く
、
時
間
や
場
所
の
感
覚
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
り
、
無
気

力
や
妄
想
、
暴
力

を
振
る
う
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
な

ど
行
動
や
性
格
に

変
化
が
生
じ
ま
す
。

　
現
在
の
医
療
で
は
、
治
癒
す
る
こ
と
は
困
難

【
内
容
】

　
60
～
90
分
の
講
義

【
そ
の
他
】

　
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ

　
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

　
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

　
☎
23‐
３
２
１
７

　　

認
知
症
に
な
っ
て
も

本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
温
か
い
言
葉

や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
掛

け
な
ど
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆　

　
安
否
確
認
、緊
急
通
報
の
サ
ー
ビ
ス
、介
護
関
係

　
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
の
Ｈ
Ｐ

　
（　
１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し
い

　
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　　
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バラ
（花／出荷時期：通年）

世界中で人気のバラは、美
しい花と香りが魅力です。生
産量は県内２位で約７７０万
本出荷されています。

花ことば

美、愛情

ガーベラ
（鉢花／出荷時期：9月～6月）

カラフルなガーベラは、切り
花だけでなく、鉢花としても
楽しめます。本市では、約５万
７千鉢出荷されています。

花ことば

神秘、希望

農政課  ☎23-3517

花 鉢

31

今月の 10月の

　
本
市
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
飼
育
方
法
で
生
産
し
た

豚
を
銘
柄
豚
と
し
て
販
売
す
る
生
産
者
の
方
も
い
ま

す
。

▪
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
全
国
1
位
！

　
地
鶏
と
し
て
有
名
な
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の
生
産
も

実
は
本
市
が
全
国
１
位
で
す
。

　
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
、
正
式
な
品
種
名
は
「
名
古

屋
種
」
と
い
い
、
国
産
実
用
品
種
の
鶏
第
１
号
と
し

て
明
治
38
年
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
平

成
16
年
か
ら
生
産
が
開
始
さ
れ
、
今
で
は
全
国
一
の

産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
約
３
倍
の
日
数

を
か
け
て
育
て
ら
れ
ま
す
。

赤
味
を
帯
び
て
適
度
に
締

ま
っ
た
肉
は
、
コ
ク
が
あ
り

旨
味
が
強
く
、
地
鶏
の
王
様

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
10
日
は
、
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
が
国
産

実
用
品
種
の
鶏
第
１
号
と
し
て
明
治
38
年
3
月
10
日

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン

の
日
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
お
肉
や
牛

乳
は
、
安
心
・
安
全
な
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
味
も

格
別
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

畜
産
も
盛
ん
な
田
原
市
！

　
野
菜
や
花
き
の
生
産
地
と
し
て
有
名
な
本
市
で
す

が
、
畜
産
業
も
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　
今
回
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
の
中
で
営

ま
れ
る
、
こ
こ
渥
美
半
島
・
田
原
市
の
畜
産
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
酪
農
は
県
内
１
位
！

　

愛
知
県
は
全
国
で
も
有
数
の
牛
乳
の
生
産
地
で

す
。中
で
も
本
市
は
県
内
１
位
の
生
産
を
誇
り
ま
す
。

　
生
産
者
の
方
々
は
、
白
黒
の
模
様
で
お
な
じ
み
の

「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
」
と
い
う
牛
を
飼
育
し
て
、
１

日
２
～
３
回
、
搾
乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
分
バ
ラ
ン
ス
の
優
れ
た
高
品
質
な
牛
乳

を
生
産
す
る
た
め
、
牛
の
体
調
を
見
極
め
て
餌
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
牛
乳
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
、「
ど
う
ま

い
牛
乳
」
や
「
渥
美
半
島
酪
農
牛
乳
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

▪
養
豚
も
県
内
１
位
！

　
本
市
は
県
内
１
位
の
生
産
地
で
全
国
で
も
有
数
の

豚
肉
の
生
産
地
で
す
。

　
私
た
ち
が
よ
く
食
べ
る
豚
肉
は
、
三
種
類
の
豚
を

掛
け
合
わ
せ
て
生
産
さ
れ
た
三
元
豚
と
い
う
豚
で

す
。
市
内
の
生
産
者
の
多
く
は
、
母
豚
を
飼
育
し
、

子
豚
の
分
娩
か
ら
肥
育
ま
で
を
行
う
一
貫
経
営
と
い

う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

26

40

▼
自
主
防
災
会
の
一
斉
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　

11
月
11
日（
日
）、各
地
区
の
自
主
防

災
会
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
が
、市
内

の
各
集
会
所
な
ど
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。災
害
は
突
然
発
生
す
る
も
の
で

す
。災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、地
域
の
皆

さ
ん
で
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

○
自
主
防
災
会
と
は

　

近
所
・
地
域
の
方
が
協
力
し
合
い
、

「
み
ん
な
の
地
域
は
み
ん
な
で
守
る
」と

い
う
地
域
の
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行

う
た
め
の
自
主
的
な
組
織
で
す
。災
害

発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、日
頃
か
ら
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
協
力
し
合
っ
て
被
害
を
最
小
限
に

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自
分

の
家
族
は
自
分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」は
、災
害
時

の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　

個
人
や
家
族
で
、い
ざ
と
い
う
と
き

の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す

が
、そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災
会
や
地
区
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
、安
否
確
認
・
避
難
誘
導
・
救
出
活

動
を
行
う
こ
と
で
、被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
技
能
実
習
生
も
、家
族

み
ん
な
で
参
加
し
て
、自
分
の
役
割
や
と

る
べ
き
行
動
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
の
日
は「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」が
終
日
体
験
利
用
で
き
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８  

花
名
人
が
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。年
間
を
通
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
る
菊
の
成
長
過
程
や
実
際
の
温
室

の
雰
囲
気
を
楽
し
く
学
び
な
が
ら
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
体
験
を
通
し
て

渥
美
半
島
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◎
詳
し
く
は
た
は
ら
巡

り
～
な
の
特
設
ペ
ー
ジ

を
見
る
カ
イ
☆

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
カ
イ
☆

　

１
０
０
２
１
７
６

　

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankou/kankou/1002176.htm
l

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

★
た
は
ら
巡
り
～
な

　
渥
美
半
島
の
日
常
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か

る
観
光
体
験
博
覧
会「
た
は
ら
巡
り
～

な
」を
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
開
催

中
で
す
。本
市
な
ら
で
は
の「
農
業・花
」

「
自
然
」「
手
づ
く
り
」「
満
喫
」の
４
テ
ー

マ
か
ら
40
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま

す
。電
照
菊
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
や
観
葉
植

物
の
植
え
替
え
体
験
、自
然
観
察
ガ
イ

ド
、パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
、野
菜
の
収

穫
体
験
な
ど
、子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で

す
。

★
女
性
編
集
会
議「
お
し
ゃ
べ
り
～
な
」

　
の
会　
体
験
レ
ポ
ー
ト

　
電
照
菊
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
取
材
し
て

き
ま
し
た
。本
市
の
神
秘
的
な
夜
景
を

作
り
出
す
電
照
風
景
、普
段
は
外
か
ら

し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
温
室
内
を

田
原
市
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練

日
時
：
11
月
11
日（
日
）午
前
７
時
～

9
時
ご
ろ
※
地
区
に
よ
っ
て
終
了
時

間
が
異
な
り
ま
す
。 
訓
練
開
始
：
当

日
朝
7
時
、市
内
放
送
用
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
訓
練
開
始
の
放
送
を
流
し
ま

す
。 

避
難
方
法
：
放
送
後
、非
常
持

出
袋
を
持
っ
て
各
地
区
の
集
合
場
所

に
徒
歩
で
避
難
。安
否
確
認
後
は
、各

地
区
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、た
は
ら
巡

り
～
な
に
つ
い
て
紹

介
す
る
カ
イ
☆

家
族
や
友
達
と
す

て
き
な
体
験
を
し
て

み
て
カ
イ
☆

▲たはら巡り～な表紙

▲電照菊ナイトツアー
特設ページ
QRコード
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
 10月▶1日月、９日火、12日金、15日月、
　　　  22日月、29日月
 11月▶5日月、9日金、12日月、19日月、
　　　  26日月
 【全館臨時休業】10月30日火～11月2日金

◎渥美図書館「図書館まつり」
▶開催日＝11月４日（日）
①本のリサイクル市
▶時間＝午前10時～午後4時
▶内容＝寄付本や除籍本、英字の古新聞を１人5冊ま
で無料配布、英字新聞は制限なし
②おはなし会
▶時間＝午後２時～
▶場所＝おはなしコーナー
▶内容＝おはなし手のひらの会による読み聞かせや手
遊び
③セルフ工作「紙皿であそぼう！」
▶時間＝午前10時～午後５時
▶場所＝階段前のテーブル付近
▶参加料＝無料（道具や材料は
図書館で用意します）
▶渥美図書館　☎33-1114

◎赤羽根図書館セルフ工作
「ハロウィン！かぼちゃのミニバッグを作ろう」
▶期間＝10月13日（土）～28日（日）
▶場所＝こどもしつ前の机
▶対象＝どなたでも
▶参加料＝無料（材料は図書館
で用意します）
▶内容＝紙コップと色紙を使っ
てかぼちゃのミニバッグを作り
ます
▶赤羽根図書館　☎45-3426

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．有機栽培と無農薬栽培（と自然農法）の違いに
ついて知りたい。
◎調べるキーワード

「有機栽培」「無農薬栽培」「農業」「自然農」
A．『プロが教える 有機・無農薬おいしい野菜づく
り』の冒頭に「有機野菜栽培（無農薬・無化学肥料
栽培）とは」と書かれており、有機栽培は無農薬栽
培を含むことが分か
ります。
　また、同書に解説さ
れている「自然農」に
関連して『現代農業』
も紹介します。それに
よると、自然農法とは、

「自然の力や土の力を生かして栽培するという原
理と、そのために無農薬・無化学肥料で栽培する」
とのことだそうです。
◎調べた本

『プロが教える 有機・無農薬おいしい野菜づくり』
　福田俊/著　西東社　626.9/ﾌ

『別冊現代農業2016年7月号』　農山漁村文化協
会

●中央図書館
　一　般▶10月13日土～１1月８日木 「ふしぎにふれる本」
　子ども▶～11月8日木 「ばけもののまちに　 
 おいでんさい!」
●赤羽根図書館
　一　般▶10月13日土～１1月８日木 「描いてみませんか」
　子ども▶10月13日土～１1月８日木 「げいじゅつ！」

●渥美図書館
　一　般▶10月13日土～１1月８日木 「スポーツ」
　子ども▶10月13日土～１1月８日木 「ファンタジー」

『奇岩の世界』
山田英春/編　創元社　748/ｷ

これが自然にできた岩の形なのでしょ
うか？不思議な形をした岩の数々を、
とくとご覧あれ！

『海上自衛隊最強レシピ集艦めし』
ＫＡＤＯＫＡＷＡ/著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ　
596/ｶ

長い航海の間、どんなものを食べてい
る？艦艇ごとの特色あるレシピが、厳
選紹介されています。
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～10/11木
2018 アーバンリサーチ ISA
ワールドサーフィンゲームス
田原祭り

10/11木～10/25木
たっぷく祭

スポーツギネス大会

10/25木～11/8木
田原市消防団ポンプ操法大会

ピアノの魅力 vol.2

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

だくさん
他

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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平成30年10月
【問い合わせ】 スポーツ課
☎23-3531 　22-3811　 sports@city.tahara.aichi.jp

7

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
各
地
域
か
ら

選
ば
れ
た
29
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
、
行
政
と
地
域
の
連

絡
調
整
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
」「
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
」「
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
」「
ペ
タ
ン
ク
」「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
５
種
目
で

す
。
こ
れ
ら
の
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

出
前
講
座
を
、
保
育
園
や
小
中
学
校
・
各

地
域
・
各
種
団
体
を
対
象
に
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

井垣万千 （童浦校区）
私は｢スポーツ推進委員」という団
体を知りませんでした。スポーツ推
進委員になり、活動をする中でさま
ざまな方と触れ合い、笑顔と元気を
もらっています。スポーツを通して
市民の方の健康づくりだけでなく、
皆さんが笑顔になれるお手伝いが
できればと思います。

渡邉亨泰 （高松校区）
スポーツ推進委員としてスポーツ
教室や出前講座を行う中で、各校
区の皆さんとスポーツを通じて交
流できるのは楽しみの一つでもあり
ます。今後も多くの市民の方に「い
つでも、どこでも、誰でも」ニュース
ポーツを楽しんでもらえるような活
動をしていきたいです。

西野克利 （神戸校区）
スポーツ推進委員になり、６カ月が
たちました。初めは分からないこと
ばかりで戸惑うこともありましたが、
実技研修を経て、日々 の活動が楽し
く感じられるようになりました。これ
からは、より多くの方々がスポーツ
に取り組めるよう、活動していきた
いです。

スポーツ推進委員の 声

◦キンボールスポーツ ◦ディスクドッヂ

◦田原市スポーツ推進委員の皆さん
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▪
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
と
は
？

①
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
１
チ
ー
ム

４
名
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

②
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

同
じ
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を

使
用
し
ま
す
。

③
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

な
ど
と
比
べ
て
遅
い
の
で
、
ボ
ー
ル
を

拾
い
や
す
く
ラ
リ
ー
が
続
い
て
白
熱
し

ま
す
。

④
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
慣
れ
、
誰
で
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
は
？

①
１
チ
ー
ム
４
～
６
名
で
、
コ
ー
ト
に
は

４
名
が
出
場
し
ま
す
。

②
３
チ
ー
ム
が
コ
ー
ト
に
入
り
、
直
径

１
２
２
㎝
の
大
き
な
ボ
ー
ル
を
打
ち
合

い
、得
点
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

時
間　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

対
象　
小
学
５
年
生
以
上

参
加
料　
無
料

申
込　
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

服
装
は
自
由
で
す
。
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

氏　名 地域 氏　名 地域

鈴木　豊 六連 渡邉　亨泰 高松

西野　克利
神戸

大羽　啓介 赤羽根

八木　美和子 柳原　昭生※ 1 若戸

冨田　清広 大草 藤井　英成 和地

小原　宏美
田原東部

小久保　隆英 堀切

神谷　わか江 糟谷　隆一 伊良湖

中神　武彦 田原南部 浅野　雅博 亀山

鈴木　友紀夫
童浦

吉川　みゆき
中山

井垣　万千 荒木　佐知子

藤城　忠広※ 2

田原中部
西山　和男

福江
野末　紀子 鵜飼　孝行

中神　誠二
衣笠

小林　浩章 清田

西田　由可利 大久保 小夜子※ 2

泉
河邉　治

野田
鈴木　智美

富田　知子 ※1 委員長 ※2 副委員長

●田原市スポーツ推進委員名簿

任期：2018年４月１日～2020年３月31日

開催場所 開催日

　旧野田中学校　体育館 10月9日火

　渥美運動公園　屋内競技場 10月24日水

　旧野田中学校　体育館 11月13日火

　赤羽根中学校　体育館 11月28日水

　旧野田中学校　体育館 12月11日火

　渥美運動公園　屋内競技場 12月26日水

●キンボールスポーツ教室の開催場所・日程

貸出場所　田原・赤羽根文化会館、渥美運動公園
貸出時間　午前９時～午後５時
その他　ポールは貸出日を含めて８日間利用可能
▶スポーツ課☎23-3531

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
を
募
集
！

◦ビーチボールバレー

ポールの無料貸し出しをしています！

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
を

や
っ
て
み
よ
う
！

市内３カ所でノルディックウォーキング用ポールの
無料貸し出しを行っています。ぜひご利用ください！

ノルディックウォーキング

◦ノルディックウォーキング
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友達と大好きなサッカーを楽しむ様子が
伝わってきますね。

いろいろなフルーツを作る
のが楽しかったよ。

つく

たの

とも だち　　 だい  す　　　　　　　　　　　　　　  たの　　　　 よう  す

評おいしそうな秋の果物がたくさん入った
フルーツバスケットができました。

あき　　 くだ もの　　　　　　　　　　  はい

評

泉保育園

千賀琉未ちゃん（5歳）

泉保育園

千賀大仁郎くん（5歳）

大きな口を開けていちご
を食べる姿から楽しかっ
たいちご狩りの様子が伝
わってきますね。

評思い出のいっぱい詰まっ
た校舎に陰影をつけ、立
体的に表現しました。朝
礼台も見事です。

評 赤羽根小学校6年

小川まなはさん

赤羽根小学校3年

鈴木海結さん
 み　  ゆ

水彩画

走っているように描くのが
難しかったよ。

はし　　　　　　　　　　　　　　　 か

新美
希
先生 だい　 じ    ろう

水彩画

る　　い

つた

田口
博子
先生

むずか

▼
田
原
市
最
高
齢
の
岡
本
イ
ク
ヨ
さ

ん
。10
月
20
日
で
１
０
５
歳
に
な
ら

れ
ま
す
。好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、手
を

動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
と
話
す
イ
ク

ヨ
さ
ん
。笑
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
元
気

の
源
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】岡
本
イ
ク
ヨ
さ
ん（
浦
町
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年9月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 33人 死亡 60人

転入 115人 転出 159人

増減 -71人

総人口 62,673人

男性 31,755人

女性 30,918人

世帯数 22,443世帯

※増減は8月中です

今月　納税・使用料の

口座引落日 木

10月31日

10月25日

市・県民税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（8・9月分）

後期高齢者医療保険料
（第4期分）

国民健康保険税
（第5期分）

介護保険料
（第4期分）

水納期限

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

97.0%
（50,252千㎥）

平成30年9月18日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.837  平

成
30年

10月
号
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